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主
な
議
案
の
説
明

【
議
案
第
44
号
】む
つ
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
基
金

条
例

　
　
む
つ
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
に
基
づ

　

く
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
事
業
に
係
る
事

　

業
年
度
間
の
財
源
調
整
を
す
る
た
め
、
基
金

　

を
設
置
す
る
も
の

【
議
案
第
45
号
】む
つ
市
総
合
開
発
審
議
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

む
つ
市
議
会
か
ら
の
通
知
を
踏
ま
え
、
む

つ
市
総
合
開
発
審
議
会
の
委
員
に
む
つ
市
議

会
の
議
員
を
選
出
し
な
い
こ
と
と
す
る
た
め
、

条
文
整
備
を
す
る
も
の

【
議
案
第
46
号
】む
つ
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

廃
棄
物
の
減
量
お
よ
び
リ
サ
イ
ク
ル
を
推

進
す
る
と
と
も
に
受
益
者
負
担
の
適
正
化
を

図
る
た
め
、
一
般
廃
棄
物
処
理
手
数
料
の
う

ち
指
定
ご
み
袋
に
関
す
る
手
数
料
の
額
を
改

定
す
る
も
の

【
議
案
第
47
号
】工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
（
大
畑

町
魚
市
場
建
設
第
2
期
工
事
（
建
築
工
事
）に
係
る

工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
た
め
の
も
の
）

・
契
約
の
目
的　
　

　
　
　
　
　
　

大
畑
町
魚
市
場
建
設
第
2
期
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
建
築
工
事
）

・
契
約
の
方
法　
　
　

指
名
競
争
入
札

・
契
約
の
金
額　
　
　

3
億
９
０
９
６
万
円

・
契
約
の
相
手
方　
　

杉
山
建
設
工
業
株
式
会
社　

【
議
案
第
48
号
】む
つ
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

の
変
更
に
つ
い
て

　
　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
の
規
定

に
基
づ
く
財
政
上
の
特
別
措
置
を
活
用
す
る

た
め
、
む
つ
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の

一
部
を
変
更
す
る
も
の

【
議
案
第
51
号
】平
成
28
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補

正
予
算

　
　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
下
北
半
島
と
青
森
市

を
結
ぶ
離
島
航
路
の
運
行
に
係
る
補
助
金
の

ほ
か
、
増
加
が
見
込
ま
れ
る
ふ
る
さ
と
納
税

の
寄
附
者
の
皆
様
へ
の
謝
礼
に
要
す
る
経
費

並
び
に
財
政
調
整
基
金
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄

附
金
基
金
お
よ
び
新
た
に
設
置
す
る
予
定
の

過
疎
地
域
自
立
促
進
基
金
へ
の
積
立
金
、
有

料
老
人
ホ
ー
ム
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
整
備
等

に
係
る
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
補
助
金
、

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
定
期
接
種

化
に
伴
う
助
成
に
要
す
る
経
費
、
就
農
初
期

段
階
に
お
け
る
青
年
就
農
者
の
支
援
の
た
め

の
給
付
金
、
海
と
森
ふ
れ
あ
い
体
験
館
の
屋

根
の
修
理
工
事
費
、
後
年
度
の
元
金
償
還
お

よ
び
利
息
負
担
の
軽
減
の
た
め
の
長
期
債
繰

上
償
還
金
、
一
般
社
団
法
人
む
つ
下
北
医
師

会
が
指
定
管
理
者
と
な
っ
て
い
る
む
つ
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
の
平
成
27
年
度
決
算

に
係
る
赤
字
額
を
補
塡
す
る
た
め
、
一
部
事

務
組
合
下
北
医
療
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
負
担

金
を
増
額
す
る
一
方
、
掘
削
工
法
お
よ
び
掘

削
地
点
の
見
直
し
に
伴
い
、
燧
岳
周
辺
地
域

地
熱
開
発
関
連
事
業
費
を
減
額
し
た
も
の

　
　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
支
出
金
に
は
歳

　

出
と
の
関
連
に
お
い
て
補
助
見
込
額
を
、
財
産

　

収
入
に
は
旧
本
庁
舎
跡
地
に
係
る
貸
付
料
、
寄

　

附
金
に
は
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
を
、
繰
入
金

　

に
は
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
基
金
繰
入
金
お
よ

　

び
減
債
基
金
繰
入
金
を
、
諸
収
入
に
は
地
熱
資

　

源
開
発
調
査
事
業
費
助
成
金
の
交
付
見
込
額
お

　

よ
び
建
物
災
害
共
済
金
を
、
市
債
に
は
事
業
と

　

の
関
連
に
お
い
て
借
入
見
込
額
を
、
繰
越
金
に

　

は
前
年
度
決
算
剰
余
金
を
計
上
し
た
も
の

・
補
正
額（
増
額
補
正
）

　
　
　
　
　
　
　

３
億
４
５
４
３
万
９
０
０
０
円

【
議
案
第
52
号
】平
成
28
年
度
む
つ
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
型
肝
炎
等
の
高
額

な
治
療
薬
が
保
険
適
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

医
療
費
の
増
加
に
伴
い
、
共
同
事
業
拠
出
金

を
増
額
し
た
も
の

　
　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
共
同
事
業
拠
出
金
の

増
加
に
伴
い
、
国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
お

よ
び
共
同
事
業
交
付
金
を
増
額
し
た
も
の

・
補
正
額（
増
額
補
正
）

　
　
　
　
　
　

１
億
３
８
９
９
万
９
０
０
０
円

【
議
案
第
53
号
】平
成
28
年
度
む
つ
市
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算

　
　

介
護
給
付
費
負
担
金
等
の
精
算
に
伴
い
、国
、

県
お
よ
び
支
払
基
金
へ
の
返
還
金
が
生
じ
た
こ

と
並
び
に
地
域
支
援
事
業
費
の
人
件
費
増
加
に

伴
い
増
額
す
る
も
の

・
補
正
額（
増
額
補
正
）

　
　
　
　
　
　

１
億
１
２
７
８
万
３
０
０
０
円

【
議
案
第
64
号
】財
産
の
処
分
に
つ
い
て

　
　

む
つ
市
分
収
林
設
定
条
例
の
規
定
に
基
づ

く
契
約
に
よ
り
設
定
し
た
分
収
林
の
立
木
を

売
り
払
い
、
そ
の
収
益
を
造
林
者
と
の
間
に
お

い
て
分
収
す
る
た
め
の
も
の

【
報
告
第
28
・
29
号
】専
決
処
分
し
た
事
項
の
報

告
に
つ
い
て
（
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定
め

る
こ
と
に
つ
い
て
）

　

平
成
28
年
2
月
1
日
に
発
生
し
た
自
動
車

事
故
（
報
告
第
28
号
）、
平
成
28
年
7
月
15
日
に

発
生
し
た
自
動
車
事
故
（
報
告
第
29
号
）に
つ
い

て
、
和
解
し
、
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
た
も
の

※
平
成
27
年
度
一
般
会
計
決
算
お
よ
び
各
会
計
決
算
に

お
け
る
審
査
内
容
に
つ
い
て
は
14
・
15
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

むつ市議会だより
－第229回定例会－  平成 28年 8月29日～ 9月23日

　むつ市議会第229回定例会が、去る8月29日から9月23日までの26日間の会期で開かれました。
　今定例会では22議案・5報告が上程され、審議の結果、それぞれ可決・認定・報告されました。
　「むつ市議会だより」では、定例会におけるそれぞれの議案の審議内容、議決の結果、一般質問の要旨、各常任委員
会の活動等について、ご紹介します。
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【
議
案
第
46
号
】む
つ
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
質
疑　

手
数
料
引
き
上
げ
に
よ
る
年
間
増
収

見
込
額
は
い
く
ら
か
。

▼
答
弁　

平
成
26
年
度
実
績
と
同
程
度
の
ご
み

排
出
量
の
場
合
、
概
ね
２
８
０
０
万
円
程
度

の
歳
入
増
と
な
る
見
込
で
あ
る
。
な
お
、
ご

み
排
出
量
が
減
り
、
分
別
リ
サ
イ
ク
ル
が
進

ん
だ
場
合
、
ご
み
袋
の
購
入
枚
数
も
減
る
こ

と
か
ら
歳
入
も
減
少
す
る
こ
と
と
な
る
。

○
質
疑　

ご
み
袋
は
45
リ
ッ
ト
ル
と
22
・
５
リ
ッ

ト
ル
の
2
種
類
だ
が
、
中
間
の
大
き
さ
を
求

め
る
声
が
あ
る
。
種
類
を
見
直
す
考
え
は
な

い
か
。

▼
答
弁　

袋
の
サ
イ
ズ
に
つ
い
て
は
、
様
々
な

要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
平
成
20
年
7
月

の
む
つ
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
で
の

意
見
で
は
、
ご
み
袋
の
種
類
が
増
え
れ
ば
店

頭
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
難
し
く
な
る
、
22
・

５
リ
ッ
ト
ル
の
小
サ
イ
ズ
と
中
サ
イ
ズ
の
大

き
な
差
異
は
な
い
、
世
帯
構
成
に
よ
り
ご
み

排
出
量
は
大
き
く
異
な
る
の
で
、
袋
の
サ
イ

ズ
で
対
応
す
れ
ば
際
限
が
な
く
な
る
等
の
こ

と
か
ら
、
審
議
会
で
は
不
要
で
は
な
い
か
と

の
結
論
を
得
て
い
る
。

○
質
疑　

ご
み
は
ど
の
程
度
減
る
予
定
か
。

▼
答
弁　

人
口
減
少
も
あ
り
、
排
出
量
は
減
少

傾
向
に
あ
る
が
、
市
民
1
人
1
日
当
た
り
の

ご
み
排
出
量
は
横
ば
い
傾
向
に
あ
る
。
今
回

の
改
正
で
は
、
市
民
一
人
一
人
の
ご
み
減
量

化
、
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
意
識
付
け
を
目
指
す
も

の
で
あ
り
、
価
格
改
定
の
ほ
か
に
も
減
量
化
、

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の
た
め
の
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど

の
施
策
も
展
開
し
、
平
成
33
年
度
に
は
市
民

1
人
1
日
当
た
り
の
ご
み
排
出
量
１
０
０
０

グ
ラ
ム
以
下
の
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
に

努
め
て
い
き
た
い
。

○
質
疑　

市
民
の
負
担
は
ど
れ
く
ら
い
増
え
る

か
。

▼
答
弁　

最
も
枚
数
の
多
い
「
も
え
る
ご
み
大
サ

イ
ズ
」を
例
に
と
る
と
、
1
世
帯
が
週
2
回
毎

回
ご
み
を
1
袋
ず
つ
出
し
た
場
合
、
年
間
で

1
世
帯
当
た
り
約
１
０
０
枚
購
入
し
て
い
る

こ
と
に
な
り
、
３
０
０
０
円
程
度
負
担
し
て

い
る
こ
と
と
な
る
。
今
回
の
改
定
で
は
、
1

枚
当
た
り
9
円
の
増
加
と
な
る
の
で
、
年
間

で
は
1
世
帯
当
た
り
９
０
０
円
の
支
出
増
と

想
定
し
て
い
る
。

【
議
案
第
51
号
】平
成
28
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補
正

予
算

○
質
疑　

旧
本
庁
舎
の
跡
地
貸
付
料
に
つ
い
て

▼
答
弁　

平
成
25
年
3
月
の
第
２
1
５
回
定
例

会
の
行
政
報
告
に
お
い
て
、
旧
庁
舎
跡
地
の

利
活
用
に
係
る
行
政
報
告
の
中
で
、
そ
の
一

部
を
リ
サ
イ
ク
ル
燃
料
貯
蔵
株
式
会
社
に
社

員
寮
建
設
用
地
と
し
て
貸
付
す
る
こ
と
を
報

告
し
た
。
そ
の
後
、
操
業
開
始
時
期
の
見
直

し
に
伴
い
、
現
在
ま
で
保
留
と
し
て
い
た

が
、
こ
の
度
、
9
月
か
ら
の
借
用
の
申
し
入

れ
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
8
月
31
日
に
同
社
と

正
式
に
土
地
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
、
貸
付

面
積
は
、
む
つ
市
金
谷
一
丁
目
46
番
1
の
内

４
７
７
９
．
９
４
平
方
メ
ー
ト
ル
、
貸
付
期

間
は
、
平
成
28
年
9
月
1
日
か
ら
平
成
78
年

8
月
31
日
ま
で
の
50
年
間
、
貸
付
料
は
年
間

３
１
６
万
９
１
４
０
円
と
し
、
今
年
度
に
つ

い
て
は
9
月
か
ら
3
月
ま
で
の
7
カ
月
分
で

予
算
計
上
し
た
も
の
で
あ
る
。

○
質
疑　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
に
つ
い
て
、

現
時
点
で
の
寄
附
額
と
今
年
度
の
見
通
し
お

よ
び
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
効
果
に
つ
い
て
。

▼
答
弁　

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
時
点
で
の
寄
附

額
に
つ
い
て
は
、
8
月
末
現
在
で
１
０
４
１

件
、
２
５
１
７
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年

度
の
同
時
期
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
特

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
っ
た
6
月
か
ら
8
月

の
実
績
は
、
前
年
度
の
約
2
倍
強
で
推
移
し

て
い
る
。
9
月
以
降
に
お
い
て
も
同
様
の
推

移
に
な
る
も
の
と
見
込
ん
で
お
り
、
予
算
計

上
額
の
1
億
円
は
達
成
で
き
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
効
果

に
つ
い
て
は
、
寄
附
金
の
設
定
額
を
従
来

1
万
５
０
０
０
円
か
ら
1
万
円
と
し
た
こ
と

で
手
軽
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
、

返
礼
品
を
増
加
さ
せ
る
と
と
も
に
、
高
額
商

品
の
充
実
も
図
っ
た
こ
と
か
ら
、
魅
力
あ
る

商
品
構
成
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

【
議
案
第
53
号
】平
成
28
年
度
む
つ
市
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算

○
質
疑　

介
護
給
付
費
負
担
金
等
を
返
還
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
。

▼
答
弁　

介
護
給
付
費
負
担
金
等
は
、
介
護
給

付
費
お
よ
び
地
域
支
援
事
業
費
に
そ
れ
ぞ
れ

定
め
ら
れ
た
割
合
に
応
じ
て
、
国
・
県
お
よ

び
支
払
基
金
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
度
、
返
還
金
が
生
じ
た
主
な
理
由
は
、

平
成
27
年
度
の
介
護
給
付
費
お
よ
び
地
域
支

援
事
業
費
の
実
績
額
が
概
算
交
付
時
点
に
お

い
て
、
国
・
県
お
よ
び
支
払
基
金
が
見
込
ん

だ
額
よ
り
減
額
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
負
担

金
等
の
精
算
に
よ
り
、
多
く
交
付
さ
れ
た
分

を
返
還
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
議
案
第
55
号
】平
成
27
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算（
総
括
質
疑
）

○
質
疑　

平
成
27
年
度
予
算
の
執
行
に
よ
り
得

ら
れ
た
効
果
や
各
事
業
お
よ
び
計
画
の
進
捗

状
況
、
ま
た
、
効
果
が
得
ら
れ
な
い
と
判
断

議案質疑・討論等議案に対し、通告のあった質疑とその答弁および討論等についてご紹介します。

議会だより
２０１６．１１

し
た
事
業
や
施
策
と
同
時
に
今
後
廃
止
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
事
業
や
施

策
な
ど
、
平
成
27
年
度
の
決
算
状
況
に
つ
い

て
ど
う
思
う
か
。

▼
答
弁　

実
質
収
支
、
単
年
度
収
支
が
黒
字
、

財
政
調
整
基
金
積
立
額
も
増
加
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、
市
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
各
種
財

源
対
策
を
実
施
し
て
い
る
結
果
と
し
て
、
市

財
政
が
着
実
に
健
全
化
の
方
向
に
進
ん
で
い

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
一
方
で
、
地
方
交

付
税
等
の
一
般
財
源
が
今
後
減
少
し
て
い
く

こ
と
や
市
債
残
高
等
を
考
慮
す
る
と
、
市
の

財
政
は
な
お
深
刻
か
つ
危
機
的
な
状
況
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
も
、
む
つ
市
の
将

来
を
切
り
拓
く
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
や
県

そ
し
て
民
間
に
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
着
実
に

実
施
し
て
き
た
。
ま
た
、
出
口
の
見
え
な
い

赤
字
事
業
や
施
設
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
や

市
民
の
皆
様
の
心
情
に
思
い
を
寄
せ
、
苦
渋

の
決
断
と
し
て
廃
止
を
行
っ
た
。

 

討
論（
反
対
討
論
）

　

以
下
の
3
議
案
に
対
し
反
対
討
論
が
あ
り
ま

し
た
。

○
議
案
第
46
号
　
む
つ
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
○
議
案
第
55
号
　
平
成
27
年
度
む
つ
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算

○
議
案
第
60
号
　
平
成
27
年
度
む
つ
市
介
護
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
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議案賛否一覧 今定例会で審議された議案の議決結果・賛否の一覧をご紹介します。

賛否の分かれた案件

議

決

結

果

賛否

改革改新 公明・政友会 自民クラブ 市誠クラブ 創世むつ 会派に属しない議員

　　　　　　　　　　会派名
　　　　　　　　　　議員氏名

　議案名

斉
　
藤
　
孝
　
昭

冨
　
岡
　
幸
　
夫

村
　
中
　
徹
　
也

菊
　
池
　
光
　
弘

岡
　
崎
　
健
　
吾

鎌
　
田
　
ち
よ
子

白
　
井
　
二
　
郎

中
　
村
　
正
　
志

野
　
呂
　
泰
　
喜

濵
　
田
　
栄
　
子

佐
々
木
　
　
　
肇

浅
　
利
　
竹
二
郎

石
　
田
　
勝
　
弘

菊
　
池
　
広
　
志

東
　
　
　
健
　
而

佐
　
賀
　
英
　
生

大
　
瀧
　
次
　
男

半
　
田
　
義
　
秋

富
　
岡
　
　
　
修

原
　
田
　
敏
　
匡

山
　
本
　
留
　
義

佐
々
木
　
隆
　
徳

工
　
藤
　
祥
　
子

横
　
垣
　
成
　
年

目
　
時
　
睦
　
男

川
　
下
　
八
十
美

◆議案第 46 号　むつ市廃棄物の処理及
び清掃に関する条例の一部を改正する
条例

原案
可決 19:5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ● ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ● ○

◆議案第 51 号　平成 28 年度むつ市一
般会計補正予算

◆議案第 55 号　平成 27 年度むつ市一
般会計歳入歳出決算

◆議案第 60 号　平成 27 年度むつ市介
護保険特別会計歳入歳出決算

原案
可決 21:3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○

※○は賛成、●は反対、「欠」は欠席または採決の際に不在の者、「退」は退席、「除」は除斥（地方自治法第117条の規定により、審議事件と一定の利害関
係を有するため審議に参与することができない者）、議長（浅利竹二郎）は採決に加わらない　（全議員 26名　採決対象議員数 25名）

◆議案第 53 号　平成 28 年度むつ市介護保険特別会計補正
予算

◆議案第 54 号　平成 28 年度むつ市魚市場事業特別会計補
正予算

◆議案第 56 号　平成 27 年度むつ市国民健康保険特別会計
歳入歳出決算

◆議案第 57 号　平成 27 年度むつ市後期高齢者医療特別会
計歳入歳出決算

◆議案第 58 号　平成 27 年度むつ市下水道事業特別会計歳
入歳出決算　

◆議案第 59 号　平成 27 年度むつ市公共用地取得事業特別
会計歳入歳出決算

◆議案第 61 号　平成 27 年度魚市場事業特別会計歳入歳出
決算

◆議案第 62 号　平成 27 年度水道事業会計利益剰余金の処
分について

◆議案第 63 号　平成 27 年度むつ市水道事業会計決算
◆議案第 64 号　財産の処分について（むつ市分収林設定条
例の規定に基づく契約により設定した分収林の立木を売
り払い、その収益を造林者との間において分収するため
のもの）

◆議案第 65 号　平成 28 年度むつ市一般会計補正予算
◆報告第 26 号　平成 27 年度むつ市健全化判断比率につい
て

◆報告第 27 号　平成 27 年度むつ市公営企業会計資金不足
比率について

→
全会一致で原案可決となった案件および報告のみの案件：
9月13日採決　【欠席１：東健而】

◆議案第 49 号　人権擁護委員の候補者に推薦する者につき
意見を求めることについて

◆議案第 50 号　人権擁護委員の候補者に推薦する者につき
意見を求めることについて

◆報告第 25 号　平成 27 年度むつ市一般会計継続費精算報
告書

◆報告第 28 号　専決処分した事項の報告について（和解及
び損害賠償の額を定めることについて）

◆報告第 29 号　専決処分した事項の報告について（和解及
び損害賠償の額を定めることについて）

全会一致で原案可決･認定および報告のみの案件：9月23日
採決　【欠席１：東健而】

◆議案第 44 号　むつ市過疎地域自立促進基金条例
◆議案第 45 号　むつ市総合開発審議会条例の一部を改正す
る条例

◆議案第 47 号　工事請負契約について（大畑町魚市場建設
第２期工事に係る工事請負契約を締結するためのもの）

◆議案第 48 号　むつ市過疎地域自立促進計画の変更につい
て

◆議案第 52 号　平成 28 年度むつ市国民健康保険特別会計
補正予算

議会だより
２０１６．１１

　

　市政に対する市民の関心を高めるとともに、議会の活性化につなげ
ることを目的として、むつ市議会では初めての試みとして９月11日に
「日曜議会」を開催しました。
　当日は４人の議員が一般質問を行い、市内外から21名の方に傍聴
いただきました。　　　　　　　

日曜議会を開催しました
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主
な
質
疑
と
答
弁（
一
般
会
計
）

★
地
方
創
生
先
行
型
事
業
費（
創
業
支
援
事
業
）

○
質
疑
　
創
業
件
数
と
職
種
に
つ
い
て
。

○
答
弁
　
創
業
件
数
は
20
件
で
あ
り
、
市
の
創
業

支
援
事
業
を
利
用
し
た
方
が
7
件
、
残
り
の
13

件
は
市
の
支
援
窓
口
を
経
由
し
な
い
で
創
業
し

て
い
る
。
ま
た
、
業
種
に
つ
い
て
は
飲
食
業
を

中
心
に
創
業
し
て
い
る
。

★
児
童
福
祉
総
務
費
（
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
）

○
質
疑
　
児
童
数
に
対
す
る
指
導
員
数
に
ば
ら
つ

き
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
っ
て
い

る
の
か
。

○
答
弁
　
配
置
計
画
と
し
て
、
一
つ
の
支
援
単
位

を
概
ね
40
名
と
し
て
お
り
、
40
名
に
つ
き
支
援

員
を
2
名
、
そ
の
う
ち
1
名
は
補
助
員
で
も
か

ま
わ
な
い
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
概
ね
標
準
通

り
の
配
置
と
な
っ
て
い
る
。

★
斎
場
管
理
費（
む
つ
市
斎
場
長
寿
命
化
事
業
）

○
質
疑
　
事
業
結
果
か
ら
今
後
ど
の
よ
う
に
変
わ

る
の
か
。

○
答
弁
　
む
つ
斎
場
に
つ
い
て
は
平
成
26
年
度
に

外
構
部
分
で
屋
根
の
張
替
え
を
行
い
、
今
年
度

は
未
だ
改
装
中
だ
が
内
装
の
設
備
お
よ
び
電
気

の
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
は
10
年
な
い
し

15
年
を
目
処
に
使
用
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

★
じ
ん
芥
処
理
費（
清
掃
セ
ン
タ
ー
維
持
管
理
費
）

○
質
疑
　
川
内
、
大
畑
お
よ
び
脇
野
沢
地
区
に
あ

る
旧
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
現
状
に
つ
い
て
。

○
答
弁
　
川
内
お
よ
び
大
畑
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
資
源
ご
み
の
回
収
後
に
分
別
作
業

を
行
い
、
そ
の
後
に
ア
ッ
ク
ス
・
グ
リ
ー
ン
へ

運
搬
し
て
い
る
。
な
お
、
脇
野
沢
に
つ
い
て
は

平
成
28
年
度
で
閉
鎖
予
定
と
し
て
い
る
。

★
商
工
振
興
費
（
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発
行
支

援
事
業
）

○
質
疑　

未
換
金
額
に
つ
い
て
。

○
答
弁　

む
つ
商
工
会
議
所
発
行
分
が
１
０
８
万

円
、
む
つ
市
川
内
町
商
工
会
発
行
分
と
し
て

33
万
４
０
０
０
円
、
大
畑
町
商
工
会
発
行

分
で
21
万
７
０
０
０
円
と
な
り
、
合
計
で

１
６
３
万
１
０
０
０
円
が
未
換
金
で
あ
る
と
の

報
告
を
受
け
て
い
る
。

★
非
常
備
消
防
費（
非
常
備
消
防
事
務
委
託
）

○
質
疑
　
消
防
団
員
は
年
々
な
り
手
が
少
な
く
減
少
が

著
し
い
が
、 

今
後
の
対
策
と
し
て「
消
防
団
応
援
の
店
」

な
ど
の
対
策
で
消
防
団
員
の
確
保
に
努
め
て
は
ど
う

か
。

○
答
弁　

市
の
消
防
団
員
確
保
の
取
り
組
み
と
し

て
、
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
を
導
入
し
、

市
で
は
市
内
に
事
業
所
の
有
無
を
問
わ
ず
消
防

団
員
が
2
名
以
上
勤
務
し
て
い
る
こ
と
を
条
件

に
表
示
証
を
交
付
し
て
お
り
、
平
成
28
年
4
月

1
日
現
在
で
48
事
業
所
を
認
定
し
て
い
る
。「
消

防
団
応
援
の
店
」等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

★
義
務
教
育
振
興
費
（
外
国
語
指
導
助
手
派
遣
事

業
）

○
質
疑　

小
学
校
に
お
け
る
外
国
語
指
導
の
状
況

に
つ
い
て
。　

○
答
弁　

小
学
5
、
6
年
生
を
対
象
に
行
っ
て
お

り
、
文
部
科
学
省
で
教
材
を
製
作
し
、
覚
え
る

の
で
は
な
く
、
慣
れ
親
し
む
こ
と
を
目
標
と
し

て
お
り
、
各
校
で
は
子
供
た
ち
が
慣
れ
親
し
む

よ
う
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
方
を
活
用
し
て
い
る
。
な

お
、
学
校
に
よ
っ
て
は
低
学
年
か
ら
英
語
に
慣

　平成27年度の一般会計・特別会計・水道事業会計の各決算等は、議
長および議会選出の監査委員を除く全議員で構成された決算審査特別委
員会（委員長：野呂泰喜議員・副委員長：原田敏匡議員）で審査されました。
　決算審査特別委員会の審査結果は、一般会計歳入歳出決算、介護保険
特別会計歳入歳出決算については、それぞれ委員１名より反対討論があ
りましたが、賛成多数で認定すべきものと決定し、ほかの特別会計決算
等については、全会一致で可決・認定すべきものと決定いたしました。
　このページでは、決算審査特別委員会での質疑内容等について、その
一部をご紹介します。

決算審査特別委員会決算審査特別委員会での審査内容についてご紹介します。

決算審査特別委員会
野 呂 泰 喜 委員長

★一般会計

歳入額 歳出額 歳入歳出差引
345 億 630 万 2768 円 340 億 2943 万 2114 円 4億 7687 万 654 円

※繰越明許費を差し引いた実質収支（黒字）額は、4億 6777万 5654円

★むつ市健全化判断比率

実質公債費比率 将来負担比率
16.9（25.0）％ 182.8（350.0）％

※（　）内の数字はむつ市の早期健全化基準を示す

平成27年度 むつ市一般会計歳入歳出決算ほか、
各会計決算議案を可決・認定

議会だより
２０１６．１１
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れ
親
し
ま
せ
る
時
間
を
確
保
し
て
い
る
が
、
時

間
数
に
つ
い
て
は
各
学
校
に
任
せ
て
い
る
。

★
小
学
校
管
理
費
（
非
構
造
部
耐
震
化
調
査
改
修
事

業
）

○
質
疑　

文
部
科
学
省
の
学
校
施
設
環
境
改
善
交

付
金
を
利
用
し
改
修
し
て
い
る
が
、
こ
の
交
付

金
は
毎
年
交
付
さ
れ
る
も
の
な
の
か
。
ま
た
、

今
後
の
改
修
予
定
に
つ
い
て
。

○
答
弁　

こ
の
補
助
金
は
平
成
27
年
度
の
み
の
補

助
金
と
な
っ
て
い
る
が
、
文
部
科
学
省
で
は
非

構
造
部
材
お
よ
び
耐
震
補
強
に
つ
い
て
大
規
模

改
修
の
名
目
で
継
続
す
る
予
定
で
あ
り
、
今
後

は
大
規
模
改
修
の
補
助
金
を
活
用
し
て
改
修
し

て
い
く
こ
と
と
な
る
。
今
後
の
改
修
計
画
に
つ

い
て
は
、
屋
上
防
水
、
体
育
館
の
屋
根
の
改
修

に
シ
フ
ト
し
て
行
う
こ
と
と
な
る
。

★
体
育
施
設
管
理
費
（
む
つ
運
動
公
園
整
備
改
修
事

業
）

○
質
疑　

５
年
毎
に
更
新
す
る
陸
上
競
技
場
第
二

種
公
認
に
毎
回
約
３
０
０
０
万
円
の
経
費
が
必

要
と
な
る
の
か
。
ま
た
、
第
一
種
公
認
と
の
違

い
は
何
か
。　

○
答
弁　

5
年
毎
に
行
わ
れ
る
第
二
種
公
認
の
更

新
に
つ
い
て
は
、
日
本
陸
上
連
盟
の
事
前
調
査

に
お
い
て
、
必
要
な
部
分
を
改
修
す
る
も
の
で

あ
り
、
そ
の
都
度
経
費
に
つ
い
て
は
変
動
す
る
。

ま
た
、
第
一
種
と
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
第
二

種
は
県
大
会
レ
ベ
ル
、
第
一
種
で
は
東
北
大
会

レ
ベ
ル
以
上
の
大
会
が
開
催
可
能
と
な
る
が
、

主
な
設
備
と
し
て
、
サ
ブ
ト
ラ
ッ
ク
が
必
要
と

な
る
。

★
公
債
費

○
質
疑　

一
時
借
入
金
利
子
に
つ
い
て
、
平
成
26

年
度
と
比
較
す
る
と
6
割
以
上
も
減
額
と
な
っ

て
い
る
が
、
何
か
特
別
な
対
策
を
し
た
の
か
。

○
答
弁　

平
成
26
年
度
は
、
一
般
会
計
お
よ
び
介

護
保
険
特
別
会
計
の
単
年
度
収
支
が
赤
字
だ
っ

た
の
に
対
し
、
平
成
27
年
度
は
単
年
度
収
支
が

黒
字
と
な
り
、
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
も
黒
字
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
歳
計
現
金
の

収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
、
資
金
不
足
に
陥
る

こ
と
が
平
成
26
年
度
に
比
べ
少
な
く
な
っ
た
た

め
、
一
時
借
入
金
の
借
入
額
お
よ
び
借
入
日
数

が
大
幅
に
減
少
し
た
。
ま
た
、
一
時
借
入
金
の

借
入
利
率
も
平
成
21
年
度
以
来
１
・
１
パ
ー
セ
ン

ト
で
あ
っ
た
が
、
平
成
27
年
度
か
ら
０
・
９
パ
ー

セ
ン
ト
に
引
き
下
げ
て
も
ら
っ
た
。
さ
ら
に
、

平
成
27
年
度
の
年
度
途
中
か
ら
基
金
か
ら
の
繰

替
運
用
も
開
始
し
、
こ
れ
ら
の
要
因
が
重
な
り

大
幅
な
減
額
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

★
歳
入
に
つ
い
て

○
質
疑　

固
定
資
産
税
が
減
額
に
な
っ
た
要
因
に

つ
い
て
。

○
答
弁　

国
の
制
度
に
よ
り
3
年
毎
に
行
わ
れ
る

土
地
と
家
屋
の
評
価
替
え
を
行
っ
た
結
果
、
減
額

と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
家
屋
に
つ
い
て

は
新
築
家
屋
が
あ
れ
ば
そ
の
分
固
定
資
産
税
は
増

額
要
因
と
な
る
が
、
評
価
替
え
で
減
額
と
な
る
。

ま
た
、
土
地
に
つ
い
て
は
、
土
地
の
評
価
、
地
価

調
査
等
を
加
味
す
る
必
要
が
あ
り
、
近
年
土
地
の

下
落
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
家
屋
の
税
額
の
伸
び

と
は
別
に
土
地
は
下
落
傾
向
に
あ
る
。

  

主
な
質
疑
と
答
弁（
特
別
会
計
等
）

★
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

○
質
疑　

平
成
26
年
度
に
比
べ
不
納
欠
損
額
が
約

２
７
０
０
万
円
ほ
ど
減
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
地

方
税
第
15
条
の
7
第
5
項
で
は
、
昨
年
に
比
べ

件
数
で
約
３
０
０
件
、
金
額
で
約
２
９
０
０
万

決算審査特別委員会 決算審査特別委員会は9月13日、14日および15日に開催されました。

円
落
ち
込
ん
で
い
る
主
な
理
由
に
つ
い
て
。

○
答
弁　

不
納
欠
損
の
処
理
に
つ
い
て
は
様
々
な

方
法
が
あ
り
、
財
産
調
査
等
を
し
た
上
で
、
今

後
も
資
力
が
回
復
し
な
い
と
認
め
た
も
の
を
即

時
に
欠
損
し
て
い
る
。
件
数
の
差
に
つ
い
て
は
、

そ
の
年
度
に
お
い
て
状
況
等
も
異
な
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
よ
う
な
差
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
て

い
る
。

○
質
疑　

単
年
度
収
支
は
黒
字
と
な
っ
た
が
、
平

成
30
年
度
の
県
に
移
行
す
る
前
ま
で
に
黒
字
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
指
導
は
あ
る

の
か
。

○
答
弁　

ま
ず
、
単
年
度
収
支
が
黒
字
に
な
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
国
保
制
度
改
革
が
平
成
30

年
度
か
ら
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
前
段

と
し
て
財
政
支
援
の
拡
充
が
平
成
27
年
度
に
行

わ
れ
、
保
険
基
盤
安
定
制
度
の
中
で
保
険
者
支

援
分
が
広
が
り
、
そ
の
結
果
調
整
交
付
金
も
増

額
に
な
っ
た
こ
と
が
黒
字
に
な
っ
た
要
因
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
の
制
度
改
正

は
今
後
も
続
き
、
平
成
30
年
度
か
ら
は
新
た
に

保
険
者
努
力
支
援
制
度
が
始
ま
り
、
そ
の
分
で

も
若
干
財
政
が
改
善
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

当
市
の
累
積
赤
字
を
平
成
30
年
度
ま
で
に
黒
字

に
す
る
の
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、

国
の
指
導
で
は
今
回
の
財
政
規
模
の
拡
大
に
併

せ
て
財
政
支
援
の
拡
充
は
、
こ
れ
ま
で
社
会
保

障
制
度
が
幾
度
と
な
く
代
わ
り
構
造
的
問
題
か

ら
繰
上
充
用
や
法
定
外
繰
り
入
れ
が
増
え
て
き

た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ら
を
解
消
す
る
た

め
の
制
度
改
正
で
あ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
で
示

さ
れ
て
い
る
が
、
当
市
と
し
て
は
見
込
み
と
し

て
平
成
30
年
度
ま
で
に
全
額
黒
字
に
な
る
と
は

考
え
て
い
な
い
。

★
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

○
質
疑　

下
水
道
接
続
に
対
す
る
市
民
へ
の
Ｐ
Ｒ

に
つ
い
て
。

○
答
弁　

供
用
開
始
し
て
い
る
区
域
内
に
お
い
て

戸
別
訪
問
し
、
下
水
道
水
洗
化
に
対
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
等
を
用
い
て
、
下
水
道
へ

の
接
続
を
お
願
い
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
26

年
度
か
ら
排
水
設
備
の
助
成
金
と
し
て
10
万
円

を
限
度
と
し
て
補
助
し
て
い
る
制
度
も
併
せ
て

説
明
し
、
水
洗
化
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
。

○
質
疑　

む
つ
処
理
区
の
普
及
率
が
５
．
４
パ
ー

セ
ン
ト
で
整
備
率
が
１
２
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
だ
が
、

普
及
率
が
低
い
。
整
備
区
域
内
の
公
共
施
設
の

接
続
率
は
ど
う
な
の
か
。
普
及
率
を
上
げ
る
に

は
公
共
施
設
か
ら
接
続
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

○
答
弁　

公
共
施
設
と
し
て
は
、
む
つ
総
合
病
院
、

図
書
館
、
第
一
田
名
部
小
学
校
が
接
続
済
み
で

あ
る
。

★
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

○
質
疑　

介
護
保
険
料
改
定
に
よ
る
値
上
げ
総
額

は
い
く
ら
か
。　

○
答
弁　

平
成
27
年
度
に
介
護
保
険
料
月
額
基
準

額
で
５
８
０
０
円
か
ら
６
０
０
０
円
へ
２
０
０

円
の
改
定
が
行
わ
れ
、
影
響
額
に
つ
い
て
は

７
６
１
万
４
０
０
円
の
増
額
で
あ
る
。

議会だより
２０１６．１１

完成が待たれる大畑町魚市場
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一般質問このページでは一般質問の内容を一部要約してご紹介します。(議員が作成した原稿により掲載しています。)

　石 田 勝 弘 議員

問　低投票率対策として期
日前投票所をむつ総合病
院内に設置せよ。設置期
間が７日間の場合の必要経費はいくら
か。

答　初期費用として受付用パソコン等の
備品購入費分が約 140 万円、投票立
会人や臨時職員の賃金等の経費が約
80 万円が必要だ。設置には今後社会
情勢などを見極め研究する。

問　鳥獣による被害額とその対策を示
せ。

答　過去２年間の農作物被害はサル・カ
モシカによるものが 247 万 8000 円、
クマが 56 万 4000 円だった。今年は
８月末でクマだけで 47 万円と多い。
対策として捕獲檻を設置し、27 頭を
捕獲した。クマ用忌避剤を設置した畑
では、今のところ被害はない。

　原 田 敏 匡 議員

問　東北観光復興対策交付
金に関する市の取り組
みについて。

答　インバウンド（訪日外国人旅行）の誘
客増加につなげるため、首都圏等の大
学に留学中の学生を当地域に招致し、
地域コミュニティや関係者との交流を
図りながら、外国人の視点による新た
な素材の掘り起こしを行い、外国人に
とって興味深い地域資源が世界中へ発
信され、むつ市に世界への扉が開かれ
ることに期待する、「”世界との架け橋”
留学生によるむつ下北魅力発掘事業」
の実施と、外国人旅行者向け「グッド
ラックトリップ」という英語、中国語、
韓国語の３カ国語を表記したパンフ
レットを制作する２事業を実施する。

　横 垣 成 年 議員

問　国道 338 号むつバイパ
スから太田橋までの歩道
のない区間は市の中心で
あり、トラックの通行が多い。児童・生
徒の通行もかなりあり、冬は特に危険な
区間である。一刻も早く歩道整備を県に
申請すべき。

答　当区間は青森県が管理する国道 338 号
であり、青森県に要望しているが未だ実
現していない。市としてもこの路線は児
童・生徒の通学路であり、大型車両等の
交通量も多く、歩道の整備が必要である
と認識しており、引き続き青森県に対し
要望していく。

※上記のほか「財政中期見通しについて」、
「合併特例債について」、「水産業のあり方
について」、「大畑庁舎の現状と今後につ
いて」質問がありました。

　佐々木 隆 徳 議員

問　脇野沢地区の振興を図
るべき。

答　脇野沢地区の振興には
ジオパーク活動が効果的だと考えてお
り、地域に元々ある色々な資源を更に
磨き上げ、それを教育活動や経済活動
につなげ、地域の活性化を図りたい。

問　夢の平成号を利用して鯛島の利活用
を図るべき。

答　市民や観光客が上陸できるよう、夢
の平成号を運行させる方向で準備を進
めており、脇野沢の観光振興を図りた
い。

問　休館中の脇野沢温泉の今後の見通し
を問う。

答　何らかの形で再開させたいと考えて
おり、現在外部機関に設備の改修方法
や経費の試算を委託している。

　大 瀧 次 男 議員

問　林業についての認識と
今後の取り組みについ
て。

答　むつ市は広大な森林を所有してお
り、伐採、植栽、保育と林業のサイク
ルを確立し、計画的な経営を行うこと
により、財政運営の財源の一つとして、
有益な事業であると認識している。

問　公道の役割を果たしている私道は、
舗装の有無に関らず、寄附採納を受け
整備すべきではないか。

答　整備が行われていない道路であって
も、その延長および幅員、並びに道路
排水の流末などの要件を調査確認した
うえで寄附採納の可否について判断を
している。

問　小学校の部活動について
答　部活動は教育課程外であり、地域で
の活動に移行するのが望ましい。

　佐 賀 英 生 議員

問　ＩＣＴ（インフォメー
ション・アンド・テクノ
ロジー）教育の導入と今
後。

答　モデル的に 2018 年度完成の、市立
関根中学校に先進のＩＣＴ機器を導入
予定している。その上で、他自治体の
活用事例を参考に効果を勘案しなが
ら、検討して行きたい。また、市教育
大綱に盛り込む方向で議論している。

問　コミュニティ・スクールについて。
答　導入した効果として、特色ある学校
づくりがされたという一方で、人材確
保等が困難な地域もあることや、理解
促進が十分でないこと、学校評議委員
等があるので、今後検討して行きたい。

※上記のほか「台風 9・10 号に関する被害
状況」等の質問がありました。

議会だより
２０１６．１１

　 議会情報はホームページやフェイスブックから！
　むつ市議会では、平成 28年 9月9日からフェイスブックを活用し、本会議、常任委員会および特別委員会等、
市議会が主催する懇談会および報告会ならびに市議会からのお知らせ等について、積極的に情報発信を行うこと
により、より身近で開かれた議会を目指します。

　【ホームページ】
　 　
　 　議会の概要や構成、議員名簿、
　 　会議録、請願・陳情の提出方法
　 　などについて掲載しています。

　【フェイスブック】
　 　
　        市議会からのお知らせ、市議会の

開催・活動状況に関する情報につ
いて、積極的に発信しています。   
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一般質問 9 月 8日、9日および11日の 3日間で、10人の議員が一般質問を行いました。

　鎌 田 ちよこ 議員

問　あかりでみまもるまち
づくりについて。

答　電気料金の負担軽減や
環境負荷の低減を図る民間のノウハウ
と資金や技術力を活用のＥＳＣＯ事業
導入で街路灯全面ＬＥＤ化により年間
約 1500 万円削減になる。県内一広い
夜のまちを新しいあかりで安全と安心
なまちづくりに努める。

※上記のほか、市民協働まちづくりへ公益
活動対象の市民活動保険を導入すべきで
はないか。圏域別がん死亡率で全がん下
北男性 1位、女性 8位、男性胃がん 1位、
女性大腸がん 2位だったがん対策につい
て。新生児の難聴検査導入について。マ
イナンバー制度の円滑な運用へ証明写真
機設置等の質問がありました。

　菊 池 光 弘 議員

問　冠水被害の柳町三丁目
について。

答　豪雨の際には、冠水が
頻繁に発生する地域であることから、
同地についても今後排水施設整備に向
け検討していく。

問　港湾整備事業について。
答　観光振興の拠点を目指すために、現
在の岸壁水深 7.5 メートルから大型客
船の入港可能な水深まで拡充整備につ
いて関係機関と協議して行きたい。

問　ヘルプカード普及事業の実施と市民
への周知対策について。

答　ヘルプカードは、今年 10 月上旬に
希望する方々へ配布を始める。障がい
のある方が安心して暮らすことができ
るよう普及促進に努める。

議会だより
２０１６．１１

　

　工 藤 祥 子 議員

問　江戸中期から明治中
期まで北前船での交易、
文化交流が盛んに行わ
れたことで各地の元寄港地が協議会を
組織し「日本遺産」登録を目指してい
る。寄港地だったむつ市下北にも、各
地のまつりを始め、ゆかりの物が多数
あり、豊かな歴史、文化を育んできた。
他の寄港地とつながり、むつ下北の新
しい魅力を発信すべき。

答　今回認定されたジオパークの取り組
みを活用しながら、日本遺産というこ
とでなく北前船文化を発信して行きた
い。

問　かわうちまりんびーち等のオープン
期間が短縮されたが元に戻すべき。

答　昨年の入場者数等を踏まえコスト縮
減を図った。要望等を踏まえ、来年度
は検討したい。

　濵 田 栄 子 議員

問　日本ジオパークネット
ワーク加盟が認定され、
今後英語版も含めたプ
ロガイドの養成カリキュラム作りや他
団体と連携をとり、植樹体験や観光を
含めた環境を学ぶジオ研修プログラム
を組み、未来へのジオパークとして国
内外から誘客すべきと思うが考えを問
う。

答　専門的知識や英会話でのガイド養成
に取り組む。関係団体と連携し、下北
の特徴を打ち出したツアーの開発やジ
オに関する各種大会を誘致し、地域活
性化に結び付けたい。将来的にはユネ
スコの世界ジオパークを目指す。

問　老朽化し雨もり状態にある大畑庁舎
と大畑公民館について問う。

答　今後しっかり対応していく。

　   議会傍聴について
　
　むつ市議会では、３月、６月、９月、
１２月の定例会や臨時会で、市民
の皆様の生活に関係の深い議案等
を審議します。
　傍聴はどなたでもできますが、
簡単な手続きが必要です。
　傍聴を希望される方は、当日直
接議場にお越しください。
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【
総
務
教
育
常
任
委
員
会
】

○
９
月
13
日
付
託
議
案
審
査

　

総
務
教
育
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
３
議
案

に
つ
い
て
関
係
部
長
等
の
出
席
を
求
め
審
査
を
行

い
、
３
議
案
全
て
に
つ
い
て
全
会
一
致
で
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。。

（
委
員
会
審
査
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
）

 

・
議
案
第
48
号　

む
つ
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
変
更
に
つ
い
て

Ｑ
小
中
学
校
校
舎
等
解
体
事
業
は
計
画
ど
お
り
行

わ
れ
る
の
か
。

Ａ
当
計
画
に
よ
り
則
り
順
次
計
画
ど
お
り
解
体
し

て
い
く
。

Ｑ
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
事
業
を
追
加
し
た
経
緯
に
つ

い
て
。

Ａ
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
事
業
、
い
わ
ゆ
る
ソ

フ
ト
事
業
に
係
る
過
疎
対
策
事
業
債
発
行
限

度
額
内
で
検
討
し
た
結
果
で
あ
る
が
、
今
後
ほ

か
の
地
域
振
興
へ
の
活
用
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。

 【
そ
の
他
の
活
動
】

○
所
管
事
務
調
査

 

・
解
体
を
要
す
る
公
共
施
設
の
現
状
と
今
後
の
予

定
に
つ
い
て

【
産
業
建
設
常
任
委
員
会
】

○
９
月
13
日
付
託
議
案
審
査

　

産
業
建
設
常
任
委
員
に
付
託
さ
れ
た
４
議
案

に
つ
い
て
関
係
部
長
等
の
出
席
を
求
め
審
査
を
行

い
、
４
議
案
全
て
に
つ
い
て
全
会
一
致
で
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

（
委
員
会
審
査
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
）

 

・
議
案
第
64
号　

財
産
の
処
分
に
つ
い
て
（
む
つ

市
分
収
林
設
定
条
例
の
規
定
に
基
づ
く
契
約
に

よ
り
設
定
し
た
分
収
林
の
立
木
を
売
り
払
い
、

　

そ
の
収
益
を
造
林
者
と
の
間
に
お
い
て
分
収
す

　

る
た
め
の
も
の
）

Ｑ
契
約
を
締
結
し
て
い
る
組
合
は
他
に
も
あ
る
の

か
、
ま
た
、
来
年
度
以
降
の
計
画
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

Ａ
市
有
林
野
に
お
け
る
分
収
林
は
現
在
10
件
の
契

約
が
残
っ
て
お
り
、
来
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
、

伐
期
の
時
期
を
勘
案
し
な
が
ら
分
収
林
組
合
と

協
議
し
て
進
め
て
い
く
。

【
民
生
福
祉
常
任
委
員
会
】

○
９
月
13
日
付
託
議
案
審
査

　

民
生
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
３
議
案

に
つ
い
て
関
係
部
長
等
の
出
席
を
求
め
審
査
を
行

い
、
議
案
第
46
号
む
つ
市
廃
棄
物
及
び
清
掃
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
は
、

反
対
討
論
が
あ
っ
た
が
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
、
ほ
か
２
議
案
に

つ
い
て
は
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。

（
委
員
会
審
査
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
）
 

・
議
案
第
46
号　

む
つ
市
廃
棄
物
及
び
清
掃
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

Ｑ
ご
み
袋
の
額
の
改
定
を
提
案
す
る
前
に
ご
み
の

減
量
化
に
対
す
る
啓
発
活
動
や
丁
寧
な
指
導
、

住
民
と
の
対
話
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

Ａ
広
報
む
つ
で
の
情
報
発
信
や
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ

ス
ト
の
講
習
会
、
街
頭
で
の
雑
紙
の
回
収
の
Ｐ

Ｒ
な
ど
様
々
な
活
動
の
ほ
か
、
小
型
家
電
や
再

利
用
可
能
な
衣
類
の
回
収
な
ど
の
事
業
を
実
施

し
て
お
り
、
今
後
も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
行

き
た
い
。

Ｑ
資
源
ご
み
の
袋
が
値
下
げ
に
な
っ
た
理
由
。

Ａ
燃
え
る
ご
み
、
燃
え
な
い
ご
み
の
中
に
か
な
り

　

の
資
源
ご
み
が
混
入
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る

た
め
、
資
源
ご
み
を
分
別
す
る
よ
う
に
誘
導
し

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
値
下
げ
を
し
て
い
る
。

Ｑ
一
人
当
た
り
の
ご
み
の
排
出
量
が
県
内
で
３
番
目

に
多
い
理
由
を
調
査
し
た
こ
と
が
あ
る
の
か
。

Ａ
現
在
ま
で
詳
細
な
調
査
を
行
っ
て
い
な
い
。

　
（
こ
の
答
弁
に
対
し
委
員
か
ら
）

※
効
果
的
に
ご
み
の
減
量
を
図
る
た
め
、
原
因
を

探
る
調
査
の
実
施
を
求
め
る
意
見
が
あ
っ
た

※
ご
み
の
減
量
化
の
た
め
に
何
が
得
策
な
の
か
を

第
一
に
考
え
て
、
今
後
、
各
地
域
の
町
内
会
等

を
通
じ
て
ご
み
に
特
化
し
た
行
政
の
考
え
を
伝

え
る
会
合
を
開
催
す
る
べ
き
と
の
意
見
が
出
さ

れ
た
。

 

・
議
案
第
52
号　

平
成
28
年
度
む
つ
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

Ｑ
市
内
の
Ｃ
型
肝
炎
の
人
数
に
つ
い
て
。

Ａ
保
険
適
用
さ
れ
た
薬
剤
は
昨
年
の
夏
に
認
可
さ

れ
、
む
つ
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
つ

い
て
も
昨
年
の
10
月
頃
か
ら
治
療
し
て
い
る
方

が
出
て
き
て
お
り
、
7
月
ま
で
の
診
療
分
で
36

件
を
確
認
し
て
い
る
。

・
議
案
第
53
号　

平
成
28
年
度
む
つ
市
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

Ｑ
人
件
費
の
増
加
は
職
員
が
1
人
増
え
た
と
い
う

こ
と
か
。

Ａ
直
営
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
1

名
増
に
な
っ
た
。

【
そ
の
他
の
活
動
】

○
所
管
事
務
調
査

 

・
各
種
健
康
診
断
の
受
診
状
況
と
健
診
後
の
保
健

指
導
に
つ
い
て

 

・
発
達
障
害
児
に
対
す
る
支
援
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て

常任委員会活動報告各常任委員会での審査内容や委員会の活動についてご紹介します。

※議会だよりでお知らせした内容の詳細については、今後ホームページ等で公表される会議録をご覧ください。

　
編
集
後
記

　

今
年
の
夏
は
、
暑
く
長
い
夏
で
し
た
が
、
８
月

か
ら
９
月
に
か
け
て
の
台
風
９
号
、
10
号
は
、
当

市
に
お
い
て
も
農
業
を
中
心
に
大
き
な
被
害
が
報

告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
日
本

ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
盟
が
認
定
さ
れ
る

と
い
う
大
き
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
、

ジ
オ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
市
民
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

む
つ
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
民
に
開

か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
、
第
２
２
９
回
定
例
会

に
お
き
ま
し
て
初
め
て
日
曜
議
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
午
前
中
は
20
名
以
上
の
方
が
訪
れ
ま
し

た
が
、
午
後
は
平
日
と
変
わ
ら
な
い
様
子
で
し
た
。

　

今
後
も
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
歩
み
続
け
る
議

会
を
目
指
し
、
な
お
一
層
の
努
力
を
重
ね
て
ま
い

り
ま
す
。
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